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１．はじめに  

 最近，道路や鉄道の路盤・路床・盛土などの自然及び

人工地盤において，施工区間が短い箇所や狭い箇所を対

象としてポータブルタイプの小型 FWD(Portable 

Falling Weight Deflectmeter)を使用する試みがなされ

ている 1-4)．本研究では路床・路盤を対象として小型 FWD

による原位置試験を実施し，小型FWD試験によるＫP.FWD
値に及ぼす周辺気温の影響およびＫP.FWD値と乾燥密度の

関係について検討することにより地盤の剛性評価に関

する検討を行った． 

２．原位置試験箇所及び KP.FWD値の算出方法 

本研究では，小型 FWD を路盤の締固め管理に用いるこ

との可能性を検討するため，試験箇所を礫地盤として選

定した．表-1 に岩内洞爺湖線の上部路床と下層路盤の

切込砕石および学内試験箇現場の細粒分混じり礫の物

理的特性，図-1 にそれぞれの現場の粒径加積曲線，図

-2 に締固め曲線を示す．原位置試験として岩内洞爺湖線

改良工事現場では小型FWD試験と平板載荷試験及び砂置

換法による現場密度試験を行った．なお,学内試験現場

では小型 FWD 試験のみを実施した．それぞれの現場の原

位置試験箇所の断面図を図-3に，平面図を図-4に示す．

小型 FWD 試験は，重錘を自由落下させることにより載荷

板に衝撃荷重を発生させ，測定された最大荷重，最大変 
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図-1 粒径加積曲線 
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 上 部 路 床 　切 込 砕 石 　 C - 8 0  
 下 層 路 盤 　切 込 砕 石 　 C - 4 0  
 細 粒 分 混 じ り 礫

表-1 岩内洞爺湖線の物理的特性 

礫       分　            (% ) 82 .25 77 .94 47 .61
砂　　　 分　            (% ) 15 .58 20 .09 32 .99
細　粒　分　            (% ) 2 .175 1 .970 19 .4

60 %粒径 　　　D60　(mm) 20 .35 15 .10 4 .52

30 %粒径 　　　D30　(mm) 5 .877 3 .759 0 .33

10 %粒径 　　　D10　(mm) 0 .941 0 .475 0 .0069

  均　等　係　数   　　　Uc 21 .63 31 .79 655

  曲　率　係　数   　　  U c´ 1 .804 1 .970 3 .5
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図-3 原位置試験箇所断面図 
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図-2 締固め曲線 
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   図-4 原位置試験箇所平面図 

● 小型 FWD 試験 ○平板載荷試験 

● 小型 FWD試験

2
.
5
m

測
点
１
 

測
点
２

測
点
３
 

1.5ｍ 1.5ｍ

L
 
3
35
0
 R
 

3
3
3
0 
R
 

10m 10m 

0
.
5
ｍ
 

L
 
3
34
0
 R
 

2
.
5
m
 

1m 

土木学会第65回年次学術講演会(平成22年9月)

 

-211-

 

Ⅴ-106

 



位量から地盤反力係数ＫP.FWD 値を算出する．ＫP.FWD 値は測定した

載荷応力を変位量で除することにより求める．その際，それぞれ

の載荷板直径に応じた変位量での載荷応力を測定する必要があ

る 2)． 

３．周辺気温の変化による KP.FWD値の比較 

学内試験現場では，隣接する３点で測定を行い，そのときの現

場の周辺気温を記録した．これを繰り返し行い，各測点のＫP.FWD

値と周辺気温の変化との比較を行った． 図-5 に各測点における

ＫP.FWD値と周辺気温の関係を示す．周辺気温の低下に伴ってＫP.FWD

値が大きくなっていることが分かる．このときの重錘の累計落下

回数とＫP.FWD 値の関係を図-6，落下回数と周辺気温の関係を図-7

に示す．図-6 を見ると，落下回数 200 回以上でデータのばらつきが大きく見えるが，図-7 との関係から周辺

気温が低い時にＫP.FWD 値の値が大きいことが分かる．ただし，200 回以上では，全体的には，ＫP.FWD 値が 200

回以下の値に比べ大きい値を示していると考えられることから，ＫP.FWD 値は,落下回数の影響も受けると考え

られる．以上より，ＫP.FWD値は落下回数及び周辺気温の変化に影響を受けると考えられる． 

４．KP.FWD値と乾燥密度の比較・検討 

 道路の平板載荷試験及び現場密度試験を実施した岩内洞爺湖線と文献調査によるデータ 2～4)に基づいて，乾

燥密度とＫP.FWD値の関係を図-8 に示す．図-8 から，土質ごとのＫP.FWD値-乾燥密度関係は異なるが，乾燥密度

が増加するとＫP.FWD 値は増加する傾向があることがわかる．すなわち，土質に関わらずＫP.FWD 値はＫ30 値と同

様に，乾燥密度に強い相関関係があると言える.したがって，小型 FWD 試験によるＫP.FWD 値で締固め程度の管

理を行うことが可能であると考えられる．今後，小型 FWD 試験によるＫP.FWD値による締固め管理を実務で適用

できるようにさらなるデータの蓄積を行っていく予定である． 

５．まとめ  

 本研究で得られた知見をまとめると以下のようである． 

1) 本研究の試験実施箇所においては，ＫP.FWD値は落下回数及び周辺気温に影響されることがわかった．2) 本

研究の範囲内では乾燥密度に代わって小型FWD試験によるＫP.FWD値で締固め程度の管理を行うことが可能で

あると思われる．実際の適用に向けて，今後，さらなるデータの蓄積を行う予定である． 
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図-5 周辺気温と KP.FWD値の関係 
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図-6 落下回数と KP.FWD値の関係 図-7 落下回数と周辺温度の関係
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図-8 乾燥密度と KP.FWD値の関係 
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